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世界のトミグスクンチュ歓迎会

　平成 28 年（2016）、「第６回　世界のウチナーンチュ大会」が開催された。各国から

沖縄にルーツを持つ２～５世らが多数参加し、10 月 30 日が「世界のウチナーンチュ

の日」に制定されたのも記憶に新しい。

　豊見城市では、ウチナーンチュ大会期間中、海外から帰って来た豊見城をルーツに

持つ子弟たちを招待して「世界のトミグスクンチュ歓迎会」を開催している。この歓

迎会も平成 28 年（2016）で第６回目を迎えており、ここで今までの歓迎会の様子を紹

介する。

第１回

　第１回目は平成２年（1990）８月 24 日に開催された。アメリカ本土４人、ハワイ３人、

ブラジル９人、ボリビア２人、ペルー３人、計 21 人が参加。歓迎会では、字豊見城の

「宜保マウロファミリーバンド」による演奏や村子ども会によるエイサー、そして最後

はカチャーシーでフィナーレを飾った。豊見城村と世界のウチナーンチュネットワー

クづくりの一環として、字座安の瀬長勉（アラスカ在）をはじめ６人に「ふるさと特

派員認証」が贈られた。
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第２回

　第２回目は、平成７年（1995）11 月 17 日に開催された。ブラジルから７人、アメ

リカ本土から１人、計８人が参加。歓迎会では、英語とポルトガル語を字豊見城の宜

保エウザが行い、琉球舞踊、空手演武などが行なわれた。字渡嘉敷の赤嶺尚由（ブラ

ジル在）が代表挨拶を行い「現地でも沖縄のイジャーグヮー精神が受け継がれています」

と、ブラジルでの様子を語り会場からは温かい拍手をいただいた。

第３回

　第３回目は、平成 13 年（2001）11 月２日に開催された。アメリカから 14 人、ブラ

ジルから７人、計 21 人が参加。歓迎会に先立ち、総合公園内で記念植樹が行われ、黒

木２本が植えられた。歓迎会式典は、名誉村民の大城英男の音頭でスタートし、一人

一人が自己紹介を行った。字渡嘉敷の赤嶺尚由による代表挨拶が行なわれ、琉舞や古

武道、そして最後は参加者全員でのカチャーシー。54 年ぶりにハワイから帰って来た

當銘ヤスモリ（字保栄茂）は「すっかり沖縄は変わっていますね。まるで自分は浦島

太郎みたいです。自分が沖縄から旅立った時、沖縄は焼け野原でした。」と語った。
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第４回

　第４回は平成 18 年（2006）10 月 13 日に開催された。ブラジル８人、ボリビア１人、

アメリカ本土８人、ハワイ５人、計 22 人が参加。お茶でのおもてなしから歓迎会がス

タートし、各国から帰って来たトミグスクンチュ一人一人が自己紹介を行った。記念

品を受け取った字渡嘉敷の赤嶺尚由は「オブリガード、サンキュー、グラシアス、そ

してイッペーニフェーデービル」とお礼の言葉を述べ、５年後の再会を誓い古酒づく

りが行なわれた。

　第４回目は、『移民編』の編集が開始して初めて迎えたトミグスクンチュ歓迎会であ

る。この時期は情報量が非常に少なかったため、県の担当者にも協力をいただき、沖

縄へ帰ってくるトミグスクンチュを早い段階からチェックし、各人へ事前に事業の趣

旨を記載したメールを送った。また、沖縄滞在中に取材への協力や写真提供を依頼し

た。ボリビアから来た比嘉次雄（字嘉数）は、ボリビア沖縄県人会会長として参加し、

滞在中には恩納村の小学校でボリビアについて授業を行った。

　歓迎会の会場内では、初めて展示ブースを設け豊見城村からの移民について日本語

と英語の二カ国語で紹介した。その際、字保栄茂自治会の協力を得て、戦後、ハワイ

から送られてきた布で仕立てられた祭り衣装を展示した。また、ボランティア通訳を

募集し、歓迎会参加者へアンケートを行った。そのアンケートをもとに、後日インタ

ビューを行っている。また、歓迎会に参加できなかっ

たハワイからのグループには、ホテルに赴き挨拶を

行った。歓迎会後日、文化課で撮影した写真に手紙

を添えて個々人へ送付し、これがきっかけで海外在

住者と連絡がとりやすくなった。ブラジル在の赤嶺

尚由、ボリビア在の比嘉次雄両氏は、この時から発

刊まで長きにわたり協力をいただいた。
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第５回

　第５回は平成 23 年（2011）10 月 14 日に開催された。ブラジル、ボリビア、アメリカ、

ニューカレドニアから 39 人が参加。１階のエントランスホールでは、字保栄茂自治会

による棒術が披露された。参加者には「ぶくぶく茶」が振る舞われ、前大会で作られ

た古酒（クース）で宴がスタート。代表者挨拶として字嘉数の比嘉次雄（ボリビア在）

は、「ボリビアにもオキナワという地名があります。２つの沖縄からウチナーの魂を広

げていくことができるよう頑張っていきたい」と挨拶を行った。歓迎会では古酒作り

が行なわれ、琉舞や古武術、豊見城団地青年会によるエイサーが行なわれ、最後は参

加者全員によるカチャーシーで締めくくられた。

　市史では、第５回目の会場内で前回と同様の展示会を行った。平成 20 年（2008）に

行った南米調査と、平成 22 年（2010）に行ったハワイ調査のデータをもとに、前回の

大会よりもボリュームのある大きな展示会を行い、参加者に大変好評であった。この

時にも会場内でアンケートをとり、後日インタビューを行った。また、現地調査を行っ

たことにより『移民編』を編集していることを知ったハワイ在住のアール・実雄・ザー

ン（字饒波）からは、マウイ島沖縄県人会のピクニック写真の寄贈があった。
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第６回

　第６回は平成 28年（2016）10 月 28 日に開催された。歓迎会への参加はアメリカ本土・

ハワイ72人、ブラジル23人、カナダ７人、ニューカレドニア５人の計107人と過去最多。

歓迎会に先立ち、希望者 54 人の参加者が市内視察・観光として瀬長島、美
ちゅ

ら SUN ビー

チ、ウージ染め見学、忠孝酒造見学などを行った。最年少は５世の０歳児スカイ上原

（字伊良波）で、この他にも 10 代～ 20 代の若い世代も多く参加していた。ボリビアか

らの研修生、比嘉さゆり（字嘉数）もスペイン語の通訳として参加した。代表挨拶は

ハワイ沖縄連合会会長の山本・トム・健（字高安）が行った。

　市史では、歓迎会会場１階ロビーにおいて展示を行った。この年、『移民編』を発刊

したこともあり、移民編に収録されている「移民地図」を 23 ヵ字分展示した。文化課

からは、赤嶺みゆきが市内視察から参加者と同行、参加者へのお土産の１つとして『移

民編』を手渡した。ハワイから参加したパトリック・赤嶺（字長堂）より、ルーツ探

しの依頼があり、後日初めて親類と面会を果たしたパトリックは「これが最後のチャ

ンスだと思っていた。親類と会えてとても嬉しい」と話し、お墓の場所を細かくメモ

していた。

最後に・・・

　現地では、すでに６世も誕生している国もある。豊見城市出身の中には、サンパウ

ロ州連邦警察の本部長を務めた大城幸夫（２世／字平良）や、ハワイ沖縄連合会長

を務めた山本・トム・健（３世／字高安）、ブラジル連邦政府の弁護士ワシントン・

日
ひ さ と

郷・赤嶺（戦後移民２世／字渡嘉敷）など、若い世代がそれぞれの国で活躍している。

豊見城をルーツに持つ彼らは、祖父母から聞かされてきた「豊見城」を一目見るため

に沖縄を訪れる。その際には、家族関係を系図として作成し親族と面談を希望する者

もいる。また、祖父母が渡航する前に住んでいた場所への訪問や墓参りなどを希望し、

文化課へ問い合わせてくる人も多い。実際に祖先への墓参りを行った２～３世の中に

は、墓前に両足をつき涙を流して手を合わせる人もいた。彼らにとっての豊見城は、

心の拠り所でもあり「世界のトミグスクンチュ歓迎会」は自身のルーツに触れる良い

機会となっている。
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ブラジルの３世であるパウロ・金城（字真玉橋）は「１世の中には、沖縄の親族に借

金をして渡航した人がいることも知っている。それにより沖縄の家族との縁が切れた

人もいる。でも私たち３～４世の世代はルーツである豊見城と繋がりたいと思ってい

る人が多い。いつか、豊見城の人達がブラジルに行きたいと思った時に、私たちは力

を貸すことができる。戦争により途切れてしまった沖縄との繋がりを、自分たちの世

代で作り直していきたい」と話す。その言葉を証明するかのように、「世界のトミグス

クンチュ歓迎会」への参加者は、回を増すごとに増えており、ルーツに関する海外か

らの問い合わせも増えている。

　戦後、豊見城村は海外に在住しているトミグスクンチュからたくさんの物資を提供

されてきた。ハワイからはヤギを２匹贈られ、戦争未亡人らにより飼育された。長嶺

小学校はハワイ在住者からの寄付で飲料水用のタンクを竣工し1、上田小学校ではハワ

イやブラジル在住者からの寄付で校舎建築2、理科備品購入を行っている3。海外から

の支援は目に見えにくいが、戦後の私たちの生活を支えたのはこうした海外在住者か

らの寄付や贈物であった。

日系人を親族に持つ人の中には、「彼らは日本語ができないから・・」と交流をこばむ

人も見受けられるが、３世までは少しは日本語を聞くことができる。若い世代が方言

を話せないのと同じで、ただ日本語で返すことが難しいのである。「祖父母が日本語を

話していたので聞くことは出来る」という人は多く、現地で日本語学校に通った人や、

テレビ、アニメを通して日本語を学んでいる日系人もいる。今後の課題として、こう

した海外子弟たちに豊見城の文化・歴史を提供し、市民と交流できる場を設けるなど、

本当の意味での国際交流が必要になってくるだろう。

『移民編』では移民者のその後を追ったが、現地で行方不明になった者も多く、その後

彼らがどのような人生を歩んだのかは、より細かな研究が必要である。文化課では、

引き続き豊見城出身移民の情報を収集し「市史だより」や「広報とみぐすく」を通して、

広く紹介していく予定である。

1 昭和27年（1952）３月
2 昭和27年10月
3 昭和29年（1954）６月



はじめに

　平成 28年（2016）に発刊した『豊見城市史 第４巻 移民編』では、豊見城村（当時）か

ら世界各国へ渡って行った移民・移住者の歴史を、現地調査・聞き取り調査から明らかにして

きた。今回、「市史だより」に掲載するのは、追調査によって新たに分かったカナダ移民、座

安久松と座安松の事件に関するその後の動きである。この事件は、初期移民のリアルな状況

を把握できるものとして『移民編』へ掲載した。その後、カナダで発行された邦字新聞『大陸

日報』や新たに発刊された資料を確認すると、この事件はカナダでも大きく報道された事件で

あり、カナダにいた豊見城村人、沖縄県人らが協力し合い座安久松の行方を捜索していたこと

が分かった。併せてカナダでの久松の動きを知ることができ、豊見城村出身者の動きも確認

することができた。これら資料をもとに、座安久松と座安松の事件を追記する。

座安久松、座安松について

　座安久松と座安松は志
し も た

茂田村（現在の田
た が み

頭）の出身で、２人は従兄弟同士であった。明治

40年（1907）年６月24日、沖縄県から31人がカナダのバンクーバー島ビクトリア港に向けて出発、

座安久松、座安松の他にも豊見城村から瀬長加那（字豊見城）、大嶺快亀（字渡嘉敷）、大

嶺快知（字渡嘉敷）、金城保武（字渡嘉敷）らがいた。

■座安久
ひさまつ

松（志茂田 113（14）番地）明治６年９月５日生まれ

■座安　松
まつ

（志茂田 109 番地）明治 21 年９月 27 日生まれ

※『大陸日報』には、松の本当の生年は明治 15 年とある

注）座安松の母はウシという名前だが、久松と松が父方、母方どちら側でのいとこであったかは不明。
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　『大陸日報』（昭和３年 12 月 14 日）の久松の弟の証言を参考にすると、久松には娘

２人と孫５人がおり、当初はハワイへ渡航していたとある。本市が収集した『海外旅

券下付表』4 を確認したところ、久松がハワイへ渡航した形跡が見当たらない。実弟の

証言では、「35 歳の時ハワイに移民として渡航し更に加
カ ナ ダ

奈陀に渡ったもので・・」と

あるが、その歳にはカナダ行きの旅券を受取っている。同紙に掲載されているカナダ

沖縄県人会長であった親泊康善の証言にも「久松君は私がカナダにいた当時太平洋汽

船会社のクリメック号でハワイから転航したもので・・」とあることから、ハワイか

らカナダへ転住したのはほぼ間違いないと思われる。

座安松のカナダ到着後の動き

　座安松は明治 40 年（1907）６月、東京移民合

資会社を通した契約移民としてカナダへ渡航。契

約内容は「鉄道工夫」で、契約期間は３ヵ年であっ

た。この年に沖縄県から渡航したカナダ移民 150

人中、契約満期で終了したのは８人のみである（満

期解約者名簿を参照）。松はこの８人の中の１人で

あった。その後は、アルバータ州ハーディービル

の「ガルト炭鉱」の第６番坑で働いていたが、気

を病み自殺、その後はレスブリッジ市のマウンテ

ンビュー墓地に埋葬された。松の遺骨は久松が帰

国する際、沖縄へ持って帰る予定であった。

座安久松のカナダ到着後の動き

　座安久松は明治 40 年６月、カナダへ渡航。契約

内容は「鉄道工夫」で、契約期間は３ヵ年であった。

前述したが、実弟が「ハワイからカナダへ渡った」

と証言していることから、先にハワイへ行ってそ

こから転住したものと思われる。

　ハワイからカナダ移動後は、松と同じ「ガルト

炭鉱」第６番坑で働いていた。『海外旅券下付表』

には、大正 10 年（1921）にカナダへ再渡航するた

め久松が旅券を下付された記録が残っている。こ

のことから、大正 10 年以前に日本へ帰国し、再び

カナダへ渡航していることが分かった。カナダへ

再渡航してからの４年間も炭坑で働き、久松は故

郷沖縄へ引揚げる準備を始める。その際、亡くなっ

た松の遺骸を沖縄へ持って行くため諸所の手続を
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年
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日

大
嶺
快
知

大
嶺
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亀
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太
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郎
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宗
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島
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林
馥
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安
里
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政

族
籍

・
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四
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年
月
日
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間
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村
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村
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間
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里
村

大
宜
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間
切
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銘
村
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谷
間
切
屋
良
村
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来
間
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大
工
廻
村
字

豊
見
城
間
切
志
茂
田
村

西
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間
切
末
吉
村備

考 

（
豊
見
城
市
史
追
加
項
目
）

4 外務省が発行した旅券の記録



行っていた。そして大正 15 年（1926）11 月～ 12 月頃、友人らとともにハーディービ

ルからレスブリッジまで向かい、そこから汽車に乗った。

　それから２年後の昭和３年（1928）11 月、駅に残された受取人不明の荷物が競売に

かけられた。トランク購入者が中を開けると、そこから松の遺骸が出てきたのである。

これにより、荷物受取人であった久松は汽車に乗った後から行方不明となっていたこ

とが発覚し、カナダ在の豊見城村人および沖縄県人らが久松の行方を探し始めたので

あった。

　その中心となったのが字平良出身の大城榮仁である。榮仁はレイモンドに在住して

いたが、久松行方不明の報を知り、捜索の全費用を負担し久松の捜索を行った。『大陸

日報』でも、榮仁の名で数回【捜索広告】が掲載されている。しかしその甲斐無く久

松は見つからず死亡と断定され、昭和 18 年（1943）11 月 29 日に追悼法要が行われた。

座安久松の行方不明について、現地の邦字新聞などで数日に渡って扱われた。以下

の新聞・資料で、座安久松に関する記事が確認された。現地で発行された新聞につ

いては一部しか収集しておらず、下記以外の新聞でも取り扱われた可能性が高い。

① 大陸日報（1928 年11月24 日～12 月にかけて）※11月25日付は資料自体未確認

当地で一番大きく取り上げている。（大陸日報の記事は後に掲載）

② T
ザ

he V
バ ン ク ー バ ー

ancouver S
サ ン

un 

カナダの日刊紙。1928 年 11 月 26 日付けの新聞には「日本トランクミステリー」

として報道している。

③ 新世界

サンフランシスコで発刊されていた邦字紙。1928 年 11 月 28 日、11 月 30 日に

報道されている。

④『カナダ・アルバータ州に於ける沖縄県人会の歩み』（比嘉秀長／平成 29 年３月発行）

「蛮勇時代の恐怖、座安久松事件」として掲載されている。

座安久松の行方不明を取り扱った新聞および資料

（豊見城市史で確認できた資料）

9
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　『大陸日報』は、明治 40 年（1907）に

カナダで創刊された邦字新聞で、昭和 16

年（1941）まで発行が確認されている新

聞である。日本に関する記事や、同地で

の日本人の事件・事故、仕事の募集記事

なども掲載されており、移民地での日本

人移民の動きを見ることが出来る貴重な

資料である。

　今回使用した『大陸日報』は、ブリティ

ッシュコロンビア大学（The University 
of British Columbia）のオープンコレ

クションより原紙を確認し、文字に起こ

したものである。できるだけ原紙に近い

形で掲載したが、旧漢字は新漢字へ、漢

数字は算用数字へと改めている。

　注意点として、昭和３年 12 月 14 日の

記事の中で出てくる「伊之松」という人

物だが、これは座安松のことである。

　現時点では、座安松の家（屋号不明）は

松の代で途絶えたと推測している。その

根拠として、松の住所「大字志茂田 109

番地」は、大字から小字へ変更された昭

和 26 年（1951）時点で、記録がない。

松の旅券の「身分」という欄には「戸主

ウシ長男」とある。松に兄弟がいたかは

調査中だが、この地番に関する記録が残

っていないことから松の代で途絶えたと

推測している。

　松の遺骸がトランクから発見され、久

松が行方不明となった事件は、当時カナ

ダの日系社会で大きな話題となり、連日

『大陸日報』で掲載された。今回、事件

発覚当時からの記事を紹介する。

当地シー・ピー・アールの倉庫に１年以

上も積み重ねられていた１個の怪しげな

トランクの中から見るも痛ましい一日本

人の干からびた死体が昨夕発見され大騒

ぎとなった。同時にトランクからは原籍

沖縄県島尻郡豊見城村志茂田、座
ざ あ

安久
ひさまつ

松

（55）の旅券が出た。謀殺の犠牲か、病

死の果てか兎も角も当地で解剖に附せら

れるであろう。又、旅券と死体との関係

も其
そのすじ

筋で調査中。

昨日午前に当地シー・ピー停車場で例に

より１年以上経過して持主の判明せぬ

荷物の競売があった。バーナビーのキーフ

ァー街 3734 番ヂェー・イー・ベッツ氏

は１個のトランクを 14 弗
ドル

50 仙
セン

で買い求

め同日午後４時自宅に運び込んで蓋を開

けると中から品物の外に長さ２呎
フィート

10 吋
インチ

、

幅 15 吋
インチ

、深さ 14 吋
インチ

のワニシ塗りの

◇板の箱が現れた。猶
なお

其の箱を開けてみ

ると内側はブリッキの缶になって居
お

り中

からシャツ１枚だけを着た前記日本人の

怪死体が現れたのでベッツ氏は腰を抜か

さん許
ばか

りに驚き直に其旨バーナビー署に

報告し同署から晩
ば ん し

市警察署に移
いちょう

牒して来

た。死骸は薬漬にしてある為めか何
な ん ら

等の

臭気もなくスッカリ干からびて人相も何

も解らなくなっているが上顎の一部が欠

けているらしいとのことであり歯は大部

分金の入歯である。箱の上部には「人骨」

と日本字で書いてあるが白人のことだか

ら夫
そ

れも知らなかったものである。

『大陸日報』の記事について 『大陸日報』昭和３年11月24日（５面）

トランク詰の

　　　　  邦人の怪死体

行方不明中であった

沖縄県人座安久松の旅券発見
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◇発送人は今のところ判明して居らぬが

探知する所旅券の主は明治 40 年加
カ ナ ダ

奈陀

へ初めて渡航した形跡があり同人の旅券

には大正７年となっているがそれは再渡

航の年であるらしく思われる。彼は以来

ずっとアルバータ州レスブリッヂのコー

ル・マインに就働し少
すくな

くとも一千弗以上

の貯蓄があったとも噂されて居り今朝某

氏は「彼の実弟座安某が矢
や は

張り奥地で病

死し其遺骨を携えて郷里に帰るべく昨年

11 月レスブリッヂを出て以来途中で行方

不明となり今日に及んだもので兄は昨年

12 月のエンプレス船5 に乗船の筈になっ

ていた。所がレスブリッヂ在の同郷人は

同人に依頼した物品や伝言が届かぬとの

郷里からの音信によって初めて座安の行

方不明となれる事実が判ったのであった

と云うことだ」と語っている。

久松は身長５呎
フィート

３吋
インチ

、横に張った体格で

酒好きな為め多少体も弱くなっていたら

しい。郷里には妻と子があったが死に絶

えたと云われている ― 噂として伝えら

れているのに久松はレスブリッヂを出る

前後 平
たいら

某の為
た

め某農園に連れて行かれ

たとも云うが何等此の方は確証がない模

様である。当地警察署の推察では兎も角

も人体を日本に送る筈であったが税関の

点で断念し停車場に荷物を届かせた儘
まま

放

棄したものではないかと観ている。

沖縄県人座安久松の旅券と共にトランク

から出た怪死体は或いは数年前アルバー

タ州レスブリッヂで精神に異状を呈した

結果ナイフで割腹自殺を遂げた久松の弟

座安松の遺骸ではないかとの

◇疑問が茲
ここ

に起って来た。自殺した弟の

葬式はレスブリッヂで同県人や知人立
たちあい

会

の上執行埋葬されたが久松が昨年千弗位

の金を持って帰国せんとする際、彼は弟

の遺骨を持参することになっていたこと

から察し其後弟の遺骸を発掘して薬づけ

にし缶詰にして晩
バンクーバー

香坡へ向かったのでは

ないかと思われる点があり自分の旅券や

荷物と一緒にトランクに詰め出晩の途中

久松だけが突然判らなくなりトランクだ

け昨年 11 月の当地に着いたのではなか

ろうか。久松はキャルガリーまでは汽車

に乗っていたと云われているが、手足を

切断されている肉つきの死骸が３、４年

前死んだ弟のものかそれとも途中で何者

かの犠牲になった久松のものか何
いず

れにし

ても疑問の怪死体である。

旅券の本人は

原籍　沖縄県島尻郡志
し も た

茂田 14 番地

氏名　座
ざ あ

安久
ひさまつ

松（移民）

年齢　48（大正 10 年）

家族関係　戸主

身長　５尺３寸

特長　面長浅黒、眉濃

旅券下
か ふ

付日付（再渡航）

大正 10 年８月 25 日

美
び ふ

府上陸　1921 年９月 13 日

　死体は手足切断

　　　　旅券とは別人か
　　　　　　　久松の弟は数年前切腹

　　座安の

　　　　　人となり 旅券の内容

5 客船のこと



12

沖縄県人座安久松氏の旅券其他の品物と

共に去る金曜日競売のトランクの中から

出た缶詰の日本人の怪死体は他殺と想わ

れると領事館員は英字紙記者に語ったり

しているが一昨土曜日バーナビー警察署

から新
しんさいいん

西院ボウエル父子葬儀社に移され

其
そ こ

処でドクター・ジー・エス・バーヴイ

スの執刀で解剖された結果

「死骸は明かに適当な葬儀社の手に

依り薬漬けにされた証拠が充分あり

普通何処の葬儀社でも行うような風

に左腕の一部を切開して防腐液を注

射し再び縫った形跡があるがこれは

決して素人の出来る業
わざ

ではない」

と立会いの専門家達は語っている。そし

て又死体は相応長い間埋められたと信ぜ

らるべき明白な証拠があるので

◇警察では「常識から考えても他殺体を

完全に埋葬して再び発掘し何
ど

の道
みち

税
ぜいかんり

関吏

に発見されるような所へワザワザ荷造り

にして送ってくる如きことは信ぜられ

ぬ」と漏らしている。解剖は３時間以上

も要したが一切の結果は今週中新西院で

検死官イー・エチ・マクイウエン氏の下

に開廷さるべき検死裁判で発表する事に

なった。

前記の如く死骸は幾年かを経過した形跡

が明白に存している点から昨年頃までは

アルバータ州レスブリッヂに住居してい

た旅券の主座安久松氏ではないらしいと

当地の同県人間では思惟するもの多く探

偵サーヂエント、エリス氏等も死体が旅

券の人と同一だと云うことは甚
はなは

だ疑問だ

と漏らしている。然
しか

らば其の怪死体は何

人のものであろう。座安久松氏とは何
ど

ん

な関係があるか。同県人や知人の間では

土曜日の本紙報道の通り座安久松氏の

従
じゅうてい

弟同姓松
まつ

（36 歳で自殺）のものだと

すれば昨年久松が従弟の遺骨を持参して

帰国すると云ってレスブリッヂを出発し

た事実や素人の手で出来そうもない厳重

な方法で遺骸を缶詰にし其
そのうえ

上「人骨」と

書いた札まで貼ってあったなど合点の行

く点が多いと語り合っている。只疑問な

のは久松自身の行方であるが

１、出晩の途中乃
な い し

至出晩中バクチにでも

手を出して金を使い込み隠れているか

２、それとも途中何者かに謀殺されたか

の２説がないでもない。

トランクを 14 弗
ドル

50 仙
セン

で買ったベッツ氏

は法律上右トランクの所有者となり中の

在品に対する責任も負わねばならぬので

あるが抑
そもそも

々誰
だれひと

人が在中の遺骸埋葬費を出

すかという問題が起ってバッタリ困っ

た。バーナビー側では遺骸は晩
バンクー

香側から

来たことを証明出来るし、晩市でもトラ

ンクを買って持ち去られた地はバーナ

ビーであることを証明できるしベッツ氏

は青くなってこの点も心配している。

『大陸日報』昭和３年11月26日（５面）

謎の怪死体は

　　　　殺された形跡なし

土曜日新西院で解剖さる

久松の従弟のらしい

　　死体と

　　　　久松の関係

同県人の推察

　　遺骸の

　　　　埋葬費は

　　　　　　誰が出すか
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座安久松氏の従弟で同じく長い間レスブ

リッヂの炭坑に就働していた座安松が今

から数年前彼
か の ち

地で発狂した挙句自殺して

土葬に附せられたことは既報したが同人

は旅券を持っていなかった由
よし

昨日同県人

の當山氏は次の様な感想を語った。

「死骸には前歯に金の入歯を入れて

いるそうですが私が記憶する限り座

安久松の従弟が沖縄に居る時分から

前歯がなくレスブリッヂに行って

から金を入れていた。久松氏は確前

歯は揃い奥の方がなく夫
それ

はその儘と

なって居たように思います。で死体

はどう考えても松のものではないか

と察せられます。松は確
たしか

大正 10 年

頃何かに失敗して発狂し其筋へ収容

されたが一時柔順になったのでレス

ブリッヂのハードヴイルの自宅に連

れて来られたときナイフで切腹し、

それも僅３、４吋
インチ

でしたが本人が暴

れ廻り中のものを引きずり出して死

んでしまった。同地葬儀屋に依頼し

て土葬に附したのでしたが、丁度日

本から再渡航したばかりの久松氏が

遺骸を引
ひきとり

取たいと申出た際はまだ期

限が来ぬとかで許可にならなかった

ものでした。其後は知りませんが期

限が来ると共に発掘したのではない

かと考えられる。松は何
ど

っちであっ

たか記憶しませんがレスブリッヂで

相撲を取り片腕を折ったこともあり

ました。彼はまだ徴兵猶予をしてい

たから死んだ時は 37 歳頃でしたろ

う。従
じゅうけい

兄の久松氏は真面目なときは

人に害を加えるとか人の恨を買うと

か云う性質の人間でなく人に殺され

るような原因がない。但し酒は好き

で飲むとグデングデンになったもの

です」

久松が昨年レスブリッヂを立つ時は多く

の知人の贈り物や土産物金銭等を預かっ

たもので従弟の遺骨や自分の所持品を同

じトランク２個に詰めてシー・ピーの汽

車に乗ったらしく去る金曜日に全然同じ

もののトランク２個が競売され其１つは

バーナビーの白人ベッツ氏が買って事件

の発端をみたが

そして中にはどんな品物が入っていたか

今朝までのところ判明して居らぬ。警察

は若 ( も ) しや何等かの手掛りにもと探

している。シー・ピー・アールでは右ト

ランクが何処のステーションからいつ到

着したかも本日までには知るに確証がな

い模様である。

本紙既報の通り近来の怪事件たるトラン

ク詰
づめ

の死体は旅券の主座安久松氏に非
あら

ず

して彼の従弟に当る同姓松のものである

ことを漸
ようや

く其筋でも信ずるようになっ

て来た。松がレスブリッヂ附近のシー・

ピー・アール所有第６号炭坑に就働中大

正９年発狂して同地精神病院に収容され

同 10 年１月７日割腹自殺を遂げている

のは、其筋の手に入った。

金歯が何より証拠

従弟には旅券なし

同県人當山氏の漏した話

　他の1個は

　　　　　何人が持ち

　　　　　　　　　帰ったか

『大陸日報』昭和３年11月27日（５面）

松の自殺は

　　　　郷里で失恋の結果？

明かになった実際の年齢

トランク死体事件
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で益々明白となって来た。松の自殺原因

に就
つい

ては、彼が郷里豊見城村で或女を慕

い何かの事情で結婚出来なかったのを苦

にした結果らしいと漏らす者がある。兎

も角彼が従兄久松氏と同伴日
にっかようたつ

加用達6 の

手を経て渡加したのは明治 40 年、彼が

25 歳のときであった。戸籍上松の出生は

明治 20 年となっているが実際は

で其間届けを怠っていたのであった由
よし

。

猶
なお

も昨日新たに齎
もたら

された同県人の話は左

の如くであった。

「ガルト・ホスピタルに収容されて

いる間松は非常に金物類を集める奇

習があったがそれが何の為であった

かは判らぬ。彼れは大正 10 年正月

７日割腹して同日死んだが場所は同

病院の一室だったと思われます。久

松氏は医師の証明と共に死骸を引取

り自分で死体の保存法を行い数年の

間ハーデイヴイルの自宅に置いて

あったものらしい。彼等従兄弟が第

６号炭坑に共に就働していたのは相

当久
ひさ

しい間であったろう」

当市英字紙には日本人の語った話として

沖縄県島尻郡地方は昔から死後或期間を

死骸保存の風習があり日本政府で右は禁

じているが今以て行われていると云う風

に記載されている。

死体詰のトランクと同型のも１つのトラ

ンクの買手をシー・ピー警察で捜索の結

果１人の若い女の手に落札したことだけ

が昨日判明。住所姓名等は引続き取調中

であるが今日まで申出のないのを見ると

中には何等怪しむべき品もなかったと見

られている。猶死体と共に出た何等かの

証拠となるべき品々は久松の旅券の外に

１、座安久松及一家族の写真１葉
よう

、外に

受取の手紙や葉
は が き

書

２、レスブリッヂ署長ハーデイ氏からの

人頭税納付の注意書

３、ハーデイヴイル郵便局からヂー座安

発給の日本沖縄県島尻郡ケー座安

支払マネー・オーダー

４、座安久松の渡
と か

加以来 1922 年（大正

11 年）迄の住居記録。之に依ると

久松は 1919 年から 22 年までレスブ

リッヂに居りそれからハーデイヴ

イルに移動して居る。

怪死体の主が判ってみれば疑問の中心は

久松氏の運命に移って来たが彼が昨年

帰国のためレスブリッヂの停車場から

シー・ピー線列車に乗ったのは事実であ

り、若
も

し彼が一直線に日本へ行ったとす

れば其処に非常な

◇無理が生じて来る。第１に何故同県人

の幾多の依頼物を同郷に届けぬかの点、

１年以上も経過した今日何故郷里乃
な い し

至は

レスブリッヂの知人へ手紙１本寄
よ こ

越さぬ

かの点、而
しか

して晩市を通過したとすれば

せめて遺骸の入れてないトランクだけで

も何故受取って行かなかったか等々。一

方レスブリッヂ発の列車はキャルガリー

で乗替えるが

同市に降車したとは最初彼の行方不明を

同県人間で騒がれた時分から専
もっぱ

ら噂され

この方こそ他殺か

従兄久松氏の運命

所有の金は案外少かった

医師の診断書

明治15年生まれ

　他のトランク

　　　　　若い女が

　　　　　　　　買ったらしい

　其際久松氏は

　　　　　金銭上の用で

6 日加用達会社は東京移民合資会社を通して、CPR（カナ

ダ太平洋鉄道）への日本人移民の募集を行った。同社

は明治39年12月設立。
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たもので若
も

しそれが事実だとすれば彼が

再びキャルガリーから乗車したや否や、

荷物だけは晩
バンクーバー

香坡に

◇安着しているのだから彼地と晩市との

間に判らなくなったものとは穏当な推察

だとされている。殺害の犠牲？推量は自

由であるが彼は英語を全然知らず所有の

金も世間で思われたほどではないと彼を

知る人たちは一斉に語っている。

松の遺骸について晩市在住の県人間では

裁判後是非引取って埋葬したいと漏らし

ている。

座安松の死体発見に関し奇怪視せられて

いる第２の同型トランクの買主は若い女

とばかりで今なお判明せぬがシー・ピー・

アールが関する限りの調査を同会社警察

で進めた結果左の事実が告げられた。

「３日間に亘る詳細なる調べの結果

第２のトランクは外観殆んど死体在

中のトランクと同一物の如くであっ

たが積出した場所はアルバータ州レ

スブリッヂではなくて当州の奥地某

所から来ている。猶また死体在中の

トランクは 1926 年 12 月 19 日晩
バンクー

香

坡
バー

の停車場に到着しているが第２の

分はそれより数週間遅れて着き、両

トランクとも先週金曜日午前各同じ

値段の14弗50仙で売却されたもの」

とて期日と発送地の相違からシーピー警

察では第２のトランクにも座安松の死に

絡まる別の死体在中云々の説等を否定

し、しかも第２の分は座安久松の所有物

云々の説さえ無くなるわけである。とこ

ろが実際は第２のトランクが座安久松の

所有物でないと云うことは何等確証のな

いことで若しも気遣われた通り第２も久

松の物であったとすれば、其処に驚くべ

き何物かが潜んでいようとは関係者が最

も恐れる点だ。久松はレスブリッヂから

晩香坡までの間に確に

があると県人間で其の当時から噂されて

いたからである。然
しか

し之
こ

れとても今日迄

第２のトランクの買主から何等の異変も

報ぜられて居らぬのを見ると別物かも知

れず、さりとて第１のトランク事件で

スッカリ怖気づき蓋を明けもせず今日ま

で何処かに隠し、うるさいから暫時沈黙

を守っているのかも知れないと思惟され

ることもないと見られている。

座安松の死体発掘は正当の手続を経たも

のであり死骸の容れてある箱にはアル

バータ州当局の許可証が貼ってある筈だ

と云うことが来る土曜日のエシヤ号で帰

国の為めレスブリッヂから昨日出晩した

ハーデイヴイル同志会の会長金
かなしろぼくこう

城睦行氏

により判明した。氏は語る

「私は出て来るときレスブリッヂの

停車場で初めて事件を知って驚いた

が座安松氏が埋葬されたのは大正 10

年１月、従兄久松氏が帰国の為め

◇出晩する一昨年の 11 月奥
おくたけちょうじつ

武朝実

氏の世話で死体発掘の正当な手続を

『大陸日報』昭和３年11月28日（５面）

疑問の中心は

　　　　　も１つのトランク

果して其れが久松のか

シーピー警察の見解

同県人の希望 下車した形跡

『大陸日報』昭和３年11月29日（５面）

死体の発掘には

正当の手続をした

出晩した金城睦行氏の談

トランクは１個だけ
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エドモントン市のアルバータ州庁へ

為し其の許可を得て２人の白人人夫

を雇い発掘しアンダーテーカーの手

で立派に防腐装置がされたのであっ

た。よく調べたら判るでしょうが確

に州庁からのインスペクトしたペー

パーを箱の何処かに貼ってある筈で

す。私たち 20 人位が久松氏の出
しゅったつ

立

の日はハーデイヴイルからレスブ

リッヂの停車場まで約３哩
マイル

を見送り

同所から彼は汽車に乗った。トラン

クは

◇人骨と書いた箱を入れたのが１つ

だけでした。彼地に火葬場がないの

で久松氏は出晩の上火葬に附し骨だ

け持って帰る筈でした」

松氏の遺骸は約６年間地下にあったわけ

だが気候其他の関係で遺骸は白骨になり

切らずに残っていたものである由。なお

は失恋云々よりも彼が当国に来て或農園

に就働中給
きゅうきん

金が貰えなかったり其他失敗

が続いた為めからだと云われている。

トランク死体事件に関しては既に本紙が

詳細に報道したところであり出晩した金

城睦行氏の証言により其筋も一切の疑問

を解いたが本日ハーデビルの奥武朝実氏

から左の通信があった。

「…座安松の遺骨は郷里の遺族の希

望により郷里の墓地に移葬の目的に

て座安久松氏再渡航し５ヶ年を経過

したる後再びマケー氏（葬儀屋）の

手を経て州政府の許可を受け納棺の

一切の手続を整えて大正 15 年 12 月

17 日レスブリッヂを出発したので

す。爾
じ ら い

来満２ヶ年、久松氏よりは何

の音信もなく友人等は心配して諸所

を尋ねたが無駄でした。唯吾々が１

つの望みを持って今日まで

◇世間に発表しなかったのは久松氏

が誰れでも解
かい

し得るような手紙は書

けなかったし猶それに彼の出発前に

語った事に彼の末娘が結婚して大阪

に居住しているから１、２ヶ月或は

５、６ヶ月程も同所に滞在するかも

知れぬ故コトヅケ物が後
おく

れる場合は

然るべく

◇了解を求めていた。

左様な訳で吾々は１月２月と懸念し

乍
ながら

ら時日を過ごしているうち今回の

トランク事件として報道されたので

一同驚愕しました。是れによりレス

ブリッヂと晩市との間で行方不明と

なったことが確証されたと吾々は信

ずるものです。当方では全力を挙げ

て今度は久松氏の行方を捜索するに

決しましたから遠からず生死が判明

するでしょう」（後略）

故座安松の遺骸受取りに対しシテーから

も許可されたので本日午前 11 時県人側

はバーナビーへ受取りの為め赴いた。本

日中当地で骨にし同県人の帰国者を待っ

て遺族の許へ送る筈。今朝ハーデビルの

大城氏からも其旨依頼の電報が来た。

『大陸日報』昭和３年12月６日（５面）

久松の行方不明と

奥地在留者の見解

矢張り日本には行かぬ

松の自殺原因

座安松の

　　　　遺骸を火葬

　　　　　　骨は郷里へ送る
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原籍　沖縄県島尻郡豊見城村字志茂田 14

番地

座安久松
年齢 55 歳

身長５尺１寸

特長面長浅黒上顎は全部入歯下顎の前歯

に金の入歯あり

右は大正 15 年 12 月 17 日帰国の為め

レスブリッヂ市出発以来行方不明と

相
あいなりそうろう

成候に付き彼れの住所御承知の方は

左記何れなりとも御一報被
くだされたく

下度相当の御

礼可致候

昭和３年 12 月２日　　　　　大城榮仁
P.O.Box.K Raymond.Alta.

ハーデビル同志会
P.O.Box.350 Hardieville,Alta.

本紙既報の如く故座安松の遺骸は一昨日

友愛会の津
つ か や ま

賀山、高
たかみね

峯、同村人の瀬長諸

氏バーナビーに出張の上引取り同日当地

で火葬に附したが昨日遺骨を受取って壺

に収め昨夕は６時から本派佛教会で立派

な追悼会が催された。今度の事件ではダ

ンレビー街の當山氏や津賀山氏等が非常

に骨を折っていた。遺骨は 15 日頃横浜

丸で郷里へ送られるであろう。

【捜索広告】あり

沖縄県人故座安松氏の件に関し皆様の御

同情を蒙り深く御礼申上候　御陰で支障

なく遺骸を受取り火葬に附し昨夜同郷人

相揃い追悼会を営み申候條右紙上を以て

生前辱
じょくちしょげん

知諸彦に謹告申候

友人　大城榮仁

12 月８日　　　　　　　　　　瀬長加那

沖縄県人友愛会

【捜索広告】あり

【御礼広告】【捜索広告】あり

【捜索広告】あり

一時当地で騒がれた沖縄県人座安松のト

ランク詰死体事件は直に日本へも大きく

報道され殊
こと

にこの悲報に接した座安の郷

里では一方ならず驚いているが本日着の

那覇来報は左の如く伝えて来た。

（那覇発）沖縄県島尻郡豊見城村字志茂

田 113 座安久松（56）の家を訪
と

うと実弟

野
のちょう

郎（49）は此の悲報に驚き悲しみなが

ら語る。

兄は 35 歳の時ハワイに移民として

渡航し更に加奈陀に渡ったもので、

妻は早く死に目下２女とほかに孫５

『大陸日報』昭和３年12月７日（５面）

『大陸日報』昭和３年12月８日（５面）

捜索広告

●壺に収まった

　　　　　　座安の遺骨

帰国者を待つ

『大陸日報』昭和３年12月10日（５面）

御礼広告

『大陸日報』昭和３年12月11日（５面）

『大陸日報』昭和３年12月14日（５面）

『大陸日報』昭和３年12月12日、13日
（各５面）

悲報を聞き

　　　　　座安の郷里で驚く

『酒親爺』で通った久松

実弟や知人が交々語る
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名があり。一旦帰朝しその後更に大

正 10 年再渡航したもので一昨年１

月はアチラで死んだ伊之松の遺骨を

持って帰ると云ってきましたが、何

の音沙汰がないので一同案じていた

際でした。

猶明治 40 年頃カナダの沖縄県人会長

をしていたことがある現那覇市会議員

親
おやどまり

泊康
やすよし

善氏は語る

久松君は私がカナダにいた当時太平

洋汽船会社のクリメック号でハワイ

から転航したもので、最初アルバー

タ州のレスブリッヂ市の第６号炭坑

で働いていたが小柄の男で至って酒

ずきでチョイチョイ喧嘩などもやっ

ていたが、根は正直な男であった。

同炭鉱にその当時沖縄県人だけの沖

縄村もあったが死体の傍にパスポー

トがあったのから見ると帰国する為

めバンクーバーに出て来てそこでや

られたのでないかと思われる。なお

甥の伊之松もあちらで酒の上から殺

されたものだがその当時は精神病者

として取扱われ自殺とされていたの

で気の毒であった。また久松君は例

の酒すきから居村のものも本名を云

わず、酒
さけおやじ

親爺として通っていたほど

で好人物であった云
うんぬん

々。



座安久松と羽
バーディービル

出美留同志会

　『カナダ・アルバータ州に於ける沖縄県人会の歩み』（比嘉秀長、2017 年）では、久

松のカナダでの活動を知ることができる。

　大正10年（1921）３月、ハーディービルで「羽出美留同志会」が結成された。これはハー

ディービルのガルト炭鉱で働く沖縄県人炭鉱就労者によって組織されたもので、当時

の会則概要を前掲した資料から確認することができる。会の会則概要（一部分）を以

下に記すと、以下の通りである。

　羽出美留同志会の初会合が、金城睦太郎（読谷村字喜名出身）の自宅で行われている。

この会合には 23 人が出席したが、その中に座安久松がいた。久松は渡加後、炭鉱で勤

め続けていたと思われ、そのことから同志会結成に関わったのであろう。なお、同志

会が発足する２ヵ月前に、久松の従弟の松が当地で死亡している。

賭博問題

　ハーディービルで同志会が結成された後、沖縄県人間である問題がおきた。それが

賭博である。６月～８月頃は午後９～ 10 時に日が沈むため、時間を持て余していた移

民たちが賭博を行うようになったのである。同志会では、このことを重く受け止め、

大正 14 年（1925）２月に賭博問題について協議している。その時、「取締委員」の１

人として任命されたのが久松であった。久松がハーディービルを経つ１年前のことで

ある。

　久松は、ハーディービルを去る直前まで当地の沖縄県人と深く関わっていた。行方

不明が発覚した後、当地で多数の県人が久松の行方を探したのは、これら久松の活動

があったからであろう。しかし、その後久松がどうなったかを知る者はなく、帰国す

るはずだった久松がカナダで行方不明となり、カナダで死亡した座安松の遺骨が沖縄

に戻るという、カナダでも大きく報道された事件であった。

19

第１条　本会は羽出美留同志会と称し、同地及び付近在住者を持って組織する。

目　的

第２条　本会の目的を遂行する為、下記の事項を尊守する事。

第１項　会員は一致協力を以って相互の幸福利益を主とし、日加両国民の親交計る事。

第２項　会員共通の利益に背反すべき事故の防止、並びに除去に努め、業務の発展

を計る事。

第３項　当地会社の仕事は一般が就労する時のほか、会社の事故の為、停日となり

又は休日等に於いて監督者より所要の人員要求のある場合は順次交互に従

事する事。

第４項　会員相互の危急を救い、且つ幸福増進を計る事。即ち相互扶助を目的とする。



カナダ初期移民のその後

　ここで、新たに分かった情報をふまえカナダへの初期移民について追記する。

大嶺快
か い き

亀（字渡嘉敷）

　満期解約者名簿に快亀の氏名があることから、３年の契約を満期で終了しているこ

とが判明。その後、快亀は沖縄へ帰国し大正６年（1917）に妻を伴って北米へ渡航し

ている。なお、快亀は昭和 28 年（1953）にカリフォルニア州ロスアンゼルスで死亡、

その妻カナはのちに日本国籍を離脱している。

大嶺快知（字渡嘉敷）

　満期解約者名簿に快知の氏名があることから、３年の契約を満期で終了しているこ

とが判明。快知は３年の契約を終えてすぐの明治 43 年（1910）10 月 18 日に旅券を返

納していることから、契約後すぐに日本へ帰国している。快知に関する資料がこれま

で確認されなかったのは、契約終了後すぐに帰国していたからであり、その後は豊見

城村で暮らしていたと思われる。

20
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豊見城村から最初に海外へ渡航した人たちのその後

アメリカ本土

　豊見城村からアメリカ本土へ渡航した第一号は、字饒波出身の長嶺保榮という人物

で、村から最初の海外移民であった。保榮は明治 32 年（1899）、「学術研究ノ為メ」に

渡航しているが、渡航後の生活については未だに不明。市にも保榮に関する資料が残っ

ていない。

　長嶺保榮がアメリカに渡航した２年後の明治 34 年（1901）、字与根から安仁屋政
せいしゅう

修、

明治 35 年（1902）に安仁屋幸
こうじゅん

純、明治 36 年（1903）に安仁屋政基が渡米している。

安仁屋政修については『移民編（本編）』に詳しいが、政修は第二次世界大戦の末期、

ユタ州のソルトレイクシティに住んでいた。その地で他界した政修は日本人キリスト

教会によって葬儀が行われたが、詳しい死亡年月日が不明であった。しかしその後の

調査で、政修は「ジョー・セイシュウ・アニヤ」という名で死亡届が出されていたこ

とが分かり、死亡したのは昭和 19 年（1944）１月９日であった。

ハワイ

明治 37 年（1904）、字根差部出身の外間喜展という人物が豊見城村から初めてハワイ

へ渡るために旅券を取得した。『豊見城村史（復刻版）』では、「村よりハワイへの第一

回目渡航者は嘉数の比嘉仁徳（商業学校出身）で、明治 37 年であった。（P816）」と記

載されているが、外務省の旅券発行記録を辿ると外間喜展であった。喜展は「マンチュ

リア」という船でハワイへ渡ったことが記録されている。喜展のハワイでの生活は不

明だが、喜展がハワイに渡った２年後に、喜展の弟の徳吉がハワイへ渡っている。

喜展はのちに帰国し、大正３年（1914）に同住所の外間牛とペルーへ渡った。２人は

その年の８月 23 日にペルーに到着し、タンボレアルという場所で働いていた。

ニューカレドニア

　オーストラリアの東方にある島で、フ

ランス領。明治 38 年（1905）12 月に、豊

見城村から 19 人が渡航した。全員が５年

契約で渡航している。そのほとんどが帰

国しているが、中には座安正
せいしゅん

春（字金良）

のように現地女性と結婚し家庭をもうけ

た人もいた。正春は契約終了後もニュー

カレドニアに残り、３人の子どもに恵ま

れたが戦争により「敵国人」として逮捕、

収容所で死亡した。正春の孫のレンヌ・

マリーは「第５回世界のトミグスクンチュ

歓迎会」から家族を連れて参加している。

22

第５回世界のトミグスクンチュ歓迎会にニューカレ

ドニアから初めて参加したレナ・マリー（写真左）

とその親族。レナは座安正春の孫娘にあたる。

（2011 年撮影）



各字内では「フランスオジー」と呼ばれていた人

が数名確認されたが、それらはニューカレドニア

からの引揚者であった。ニューカレドニアがフラ

ンス領であったことから、そう呼ばれていたよう

だ。

フィリピン

　明治 39 年（1906）、字渡嘉敷の赤嶺亀次郎が村

から初めてフィリピンへ渡った。亀次郎の渡航時

期に関しては資料が乏しく、ここでは『比律賓概

要と沖縄縣人』（村山明徳著）を参考に明治 39 年

としている。亀次郎は沖縄県師範学校を中途退学

し、のちにフィリピンへと渡航した。大正５年

（1916）には、ブナワン耕地に 200 町歩（約 60 万坪）

の土地を租借し、弟の赤嶺加那、徳三、亀二と大

嶺快玄（字渡嘉敷）と共に「赤嶺兄弟拓殖株式会

社」を設立している。昭和６年（1931）、死亡。
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赤嶺亀次郎と息子の敬夫

亀次郎が租借していたブナワン耕地で撮影

されたもので、腕を組んでいるのが亀次郎

である。（提供：赤嶺夫保）



メキシコ

　明治 39 年（1906）、豊見城村から７人が渡航した。このうち、真境名元憲（字嘉数）

のみが定住し、比嘉徳助（字嘉数）は帰国、比嘉來禄がフィリピンで戦死、その他の

４人については不明である。真境名はオアハケニャ耕地を出たあと、明治 43 年（1910）

に裁縫店を開いた。日本人会の役員や沖縄県人会の会長を務めるなど、活躍していた

ようである。

カナダ

　明治 40 年（1907）、カナダへ６人が渡った。前述した座安久松、

座安松もその一員であった。６人全員が東京移民合資会社との契

約移民で、仕事内容は鉄道工夫であった。仕事内容の過酷さから

多くの人が契約を終える前に逃亡、契約解除していき、契約を満

期で終えた沖縄県出身者は 150 人中８人であった。その中の３人

が豊見城村出身者で、座安松（字田頭）、大嶺快亀（字渡嘉敷）、

大嶺快知（字渡嘉敷）であった。

ブラジル

　明治 41 年（1908）、日本から第１回目のブラジル移民 781 人が海を渡った（「笠戸丸

移民」と呼ばれることが多い）。この中に 24 人の豊見城出身者が含まれていた。24 人

の中には、カンポグランデという地域で日本語学校（ハンジャ学校）設立に尽力した

赤嶺喜左（字嘉数）、大城蒲戸（字上田）がいる。赤嶺喜左は、カンポグランデで日本

人初の土地所有者となっている。24 人のうち、ブラジルに定住した者が 15 人、アル

ゼンチンへ転住したのが２人、沖縄へ帰国した者が５人、行方不明者が２人である。

なお、笠戸丸移民の代表的な人物として字上田の大城カメが有名である。（詳しくは『移

民編（本編）』P183 ～を参照）
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座安久松

写真左）

豊見城村出身者が設立に携わったハン

ジャ学校。現在は「ビスコンデカイル

学園」と改名されている。

写真右）

晩年の大城カメ

（提供：比嘉辰博）



ペルー

　明治 41 年（1908）、豊見城村か

ら 30人がペルーへ渡航しているが、

一番早い渡航者は、比嘉喜九郎（字

嘉数）、長嶺加那（字長堂）、照屋亀

八・カマト夫妻（字金良）である。

比嘉喜九郎は 32 歳の時、単身でペ

ルーへ渡っている。渡航後、サンタ

バルバラ耕地で開拓生活を営み、17

年後に字嘉数に戻ってきた。しかし

その後、妻が亡くなり 44 年間生活

していた字嘉数を離れることを決

心、昭和 43 年（1968）孫らの住む

ペルーへ再渡航した。92歳でペルー

に渡った喜九郎は、昭和 47年（1972）

96 歳で亡くなっている。

キューバ

　キューバには、大正 13 年（1924）に長嶺

正
せ い ぎ

義（字饒波）のみが渡航している。『移民編』

発刊後の調査で、正義に関する情報を字饒

波で得ることができた。長嶺勇
ゆうせい

征（ハワイ在）

によると正義はキューバに行き、そこから

ブラジルに移り住んでいるという。ブラジ

ルではサンパウロで大成功し、沖縄へ帰国。

与那城村で事業を行っていたが高齢になり

字饒波に戻ってきたという。

南洋群島

　南洋群島は、戦前は日本の委任統治下であったことで移民たちへ旅券が発行されて

おらず、そのことから最初の移民を断定するのは難しい。引揚げに関する資料には渡

航年不明者が多く、ここでは申請のあった者に焦点を当てる。その中で最も早かった

のが大正５年（1916）に渡航した字座安の瀬長亀吉である。亀吉は 31 歳で南洋群島へ

渡り、それから 21 年間南洋群島で生活していたが、昭和 19 年（1944）にマリアナ諸

島で亡くなっている。
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豊見城村から最初のペルー移民となった

比嘉喜九郎（一段目向かって右）。17 年

後に帰国したが、92 歳の時にペルーへ再

渡航した。

写真は、昭和 24 年頃に字嘉数にて撮影

されたもの。

（提供：比嘉邦治）



ハワイに存在している「高良同志会」の結成について

　『移民編』発刊時には情報が少なかった「高良同志会」について、結成に関する資料

を確認することができた。内容を、以下に記す。

　この記事によると、1935 年（昭和 10）に創立された「豊見城村人会」よりも２年早

く「平良同志会」が結成されていたことがわかる。字平良は、豊見城村内でもハワイ

移民を一番多く出した地域であり、平良同志会結成までに 120 人が渡航している7。

　記事内に記載されている大城光助に関する記録を『海外旅券下付表』で確認すると、

光助は大正 13 年（1924）に 19 歳でハワイに渡航した人物で、父や兄たちが先にハワ

イに渡航し、後に父親によってハワイに呼び寄せされている。字平良からのハワイ渡

航者を見てみると、単身者よりも家族移民の方が多く大城光助一家も８名が渡航して

いた。家族単位の移民と単身移民らが協力し合い生活するために同志会結成に至った

と思われる。

　後に平良同志会へ入会を希望した字高嶺のハワイ移民を見てみると、字平良に比べ

渡航者数が非常に少ない。そのため、同志会は高嶺出身移民らにとって情報交換や相

互扶助のための大きな役割を担っていたと思われる。昭和 20 年（1945）以前は大字制

であり、字平良と字高嶺を合わせて大字「高良（たから）」として区分されていた。そ

のことから、大字の名をとり「高良同志会」として改められたのであろう。

　なお、高良同志会は現在も 100 名ほどの会員を有しているが、細かな活動は未だ確

認されていない。

7 （詳しくは『移民編（本編）』P12参照）
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高良同志会50周年祝宴

△２月・・豊見城村の字高嶺と字平良の出身者で作っている高良同志会は、１月11日

午後６時からマサス・キャフテリアで恒例の新年会を開き、２年遅れの“創立50周

年”を祝った。

　新年会は最高齢者の大城蒲戸氏（90）や同クラブの創立者の１人である大城光助氏

（80）らをはじめ会員約150人が出席。

　大城光助氏によると、同高良同志会は、1933年11月に字平良出身者だけで組織、翌

34年１月に「平良同志会」として発足したが、字高嶺出身者からの入会希望者が多い

ので同年夏に高嶺出身者の入会を認めて名称を「高良同志会」に変更、現在に至って

いる。

　同クラブはハワイ沖縄県人連合会には加盟していないが、母村の豊見城村人会より

も早く創立されたことを誇りにしている。（HPP）

『新聞にみるハワイの沖縄人90年　戦後編』より



調査で収集した写真

 『移民編』編集のために行った現地調査で、収集した豊見城村関係写真です。紙面の

都合上『移民編』には掲載できませんでしたが、当時を知る貴重な資料です。

1、比嘉亀一家

比嘉亀（字根差部、屋号は大久佐）は、明治 39 年（1906）に３年契約でハワイに渡っ

た人物。その後、妻カミを呼び寄せている。（提供：セリーナ・比嘉）

2、長嶺保道一家

長嶺保道（字饒波、屋号は下仲加）は、明治 39 年（1906）に３年契約でハワイに渡っ

ている。妻の金城ウト（屋号は朝儀）を後に呼び寄せ、２人の娘ハツコは比嘉ヨシオ（屋

号は大久佐）の長男と結婚している。（提供：セリーナ・比嘉）
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3、金城三良一家

金城三良（字高安）がハワイから帰国した後、ハワイに居る子どもたちへ送った写真

と思われる。写真前列右から２番目が金城三良で、前列右から４番目が三良の母ウシ。

大正～昭和初期頃に撮影されたものと思われる。（提供：サンディー・金城）

4、ハジチのある女性

女性の氏名は不明だが、金城三

良の親族と思われる。撮影時期

などは不明。

（提供：サンディー・金城）
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5、座安徳成か徳幸の夫婦写真

座安徳長（字饒波、屋号は座安小）の兄

弟の写真。次男の徳幸か、四男の徳成か

は不明。徳成は元間切長（２代目）で『豊

見城村史【復刻版】』に顔写真が掲載さ

れているが、その写真と似ている。徳成

が間切長であった時期に、豊見城尋常高

等小学校を２校に分離することが決議さ

れている。

（提供：アール・実雄・座安）

6、写真結婚の女性か

親族も写真の女性を知らないとのこと。

おそらく沖縄から送られた「写真結婚」

の写真と思われるが、詳細は不明。

（提供：アール・実雄・座安）
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7、大城満栄の葬式

大城満栄（字保栄茂、屋号は徳前門）の石垣島での葬式の様子。満栄は 15 歳でハワイ

へ渡航し、その後、石垣島へ移住。パイン産業の立役者となった人物。石垣島で行わ

れた葬式は、非常に大きなものであった。（提供：エイミー・光子・サキハマ）

8、琉装写真

おそらく提供者の親族であると思われるが、氏名などは不明とのこと。祖父母らの遺

品として大切に保管している。（提供：エイミー・光子・サキハマ）
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9、川原へ入植直前の上原恒正

上原恒正（字名嘉地、屋号は徳上沢岻）

は、川原地域への移住の先駆けとなっ

た人物。広い土地に憧れ、いとこの上

原重雄と石垣島を訪れる。その際に見

つけたのが、現在の川原地域がある土

地であった。先遣隊に移民帰りの人を

含めたことが、川原地域の繁栄のきっ

かけとなった。

（提供：上原恒正）

10、海軍に入隊した時の上原恒正

上原恒正は川原へ入植した後、召集さ

れ佐世保の海軍航空隊に入隊。長崎で

は原爆も目撃した。

（提供：上原恒正）
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11、川原での歳祝い風景

子ども達は余興をしたのか、写真中央の子どもたちは化粧をしている。

（提供：上原恒正）

12、川原小学校卒業写真（1960 年）

昭和 43 年（1968）の全校生徒数は 113 人であったが、その後減少していき、現在は

20 人となっている。写真の時期はちょうど生徒が多い時期で、この翌年１月に創立 20

周年記念式典が行われた。（提供：上原恒正）
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13、第一豊見城尋常高等小学校の卒業証書（昭和９年（1934））

金城初（字真玉橋、屋号は次男高良）は、昭和９年、卒業してすぐにブラジルへ渡航。

戦争時には、日本語で書かれた書類がブラジル兵に取り上げられないよう、海辺に埋

めて隠したという。一家は、100 年以上前に製作された三線を今でも父の形見として

保管している。（提供：ジョン・まさひろ・金城）

14、赤嶺新野栄が沖縄に再渡航した際の写真

赤嶺新野栄（字真玉橋、屋号は新里）は、明治 45 年（1912）に家族でブラジルへ渡っ

た。行くあての無い沖縄からの移民を屋敷内に住まわせ、ポルトガル語を教えるなど

日系社会の相談役として活躍した。写真は、60 歳を迎えた新野栄が１度だけ沖縄に来

た際のもの。写真前列右から３番目が赤嶺新野栄。（提供：赤嶺新野栄の孫一同）
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15、漢那憲和と赤嶺新野栄

漢那憲和がブラジルに来た際、赤嶺新野栄の息子の家で歓迎会を行った。写真中央の

漢那憲和の隣で、白っぽいスーツを着ているのが新野栄。この時から漢那憲和夫妻と

親交があり、新野栄が日本に来た際には漢那夫妻が迎えたという。

（提供：赤嶺新野栄の孫一同）

16、宜保ヨネコ提供写真

カンポグランデ在の宜保ヨネコ提供写真。宜保ヨネコの夫が、字上田出身の宜保盛福

（屋号不明）。盛福は 13 歳の時、叔父の宜保徳によりブラジルに呼び寄せられた。写真

は何かの集まりだと思われるが詳細は不明。（提供：宜保ヨネコ）
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17、天長節のお祝い

カンポグランデで行われた天長節祝いの写真と思われる。写真左にはブラジル国旗が

掲げられており、中央には富士山と思われる絵が飾られている。

（提供：宜保ヨネコ）

18、宜保ヨネコ提供写真②

宜保ヨネコ所蔵の家族写真。詳細は不明。（提供：宜保ヨネコ）
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19、渡航前の宜保盛福

宜保盛福（字上田）は 13 歳でブラジ

ルへ渡航したが、その渡航前に撮影

された写真。一緒に写っているのは

家族と思われるが、詳細は不明。

（提供：宜保ヨネコ）

20、字真玉橋事務所落成祝い

カンポグランデ在の金城文子（字座安出身、屋号は南東リ内）は、字真玉橋出身の金

城三良（屋号は三男徳上門小）と結婚、昭和９年（1934）にブラジルへ渡った。長男・

幸吉が生まれたのを機に沖縄に帰郷、２～３年でブラジルへ戻る予定が戦争により 15

年間沖縄で過ごした。写真の裏には、「字真玉橋事務所落成祝　区長　比嘉信栄」とい

うメモ書きがあり、比嘉信栄が区長であった 1952 ～ 1956 年頃の写真と思われる。

（提供：金城文子）
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21、金城文子提供写真

戦後、豊見城村で撮影されたものと思われるが、詳細は不明。学校の卒業記念か？

（提供：金城文子）

22、ジューリオ・ヤスヒロ・金城提供写真

ジューリオ・ヤスヒロ・金城さんは、字真玉橋出身の金城保繁（屋号は六男上門小）

とカナの長男としてブラジルで生まれる。この写真は両親が持っていたものだが、写っ

ている人物については不明とのこと（提供：ジューリオ・ヤスヒロ・金城）
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24、フィリピンでの家族写真

昭和９年（1934）頃、フィリピンで撮

影された家族写真。写真左から平田雄

政、カヨ、憲二、喜代子、誠幸。平田

誠幸（字高安、屋号は新前仲平田）の

フィリピンへの渡航は大正５年（1916）

である。誠幸は太田興業株式会社の社

員として働いていた。一家の旧姓は金

城で、『移民編（証言・資料）』の「移

民名簿」には、金城姓で掲載されている。

（提供：平田憲二）

23、ジューリオ・ヤスヒロ・金城提供写真②

この写真を持っていた金城保繁（屋号は六男上門小）の親族と思われるが、詳細は不

明。写真を保管しているジューリオ一家は、この写真の詳細について豊見城に知って

いる人がいれば教えてほしいと話していた。（提供：ジューリオ・ヤスヒロ・金城）
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25、高良亀のブラジル国

マットグロッソでの写真

高良幸助（字高嶺、屋号は仲高良）

所蔵写真。幸助の叔父（父、岩助の

弟）亀は、昭和８年（1933）にブラ

ジルに渡航した人物である。写真は

昭和20年（1945）頃にマットグロッ

ソで撮影されたもの。亀は渡航当初

は農業をやっていたようだが、その

後の仕事は不明。

（提供：高良幸助）

26、高良亀一家

昭和25年（1950）頃、サンパウロで撮影された高良亀一家の写真。マットグロッソか

らサンパウロに移動したのであろう。（提供：高良幸助）
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27、嘉数亀二一家

嘉数亀二（字金良、屋号は前仲加）は、昭和

16年（1941）に中国の海南島へ渡った人物。

戦争時、春（亀二の妻）は着物の帯にこの家

族写真を巻いて逃げたそう。

（提供：赤嶺恵子）

28、アルゼンチン出発時の写真（戦後）

戦後、大城正浩（字長堂、屋号は新西仲）がアルゼンチンへ移住する直前の写真。横

浜海外移住センターで数日研修を受けた後、アルゼンチンへ渡った。

（提供：大城正浩）
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30、外間安加帰郷歓迎会

外間安加（字高安）は、明治39年（1906）にハワイへ渡航した父・外間安助の呼寄せ

により大正元年（1912）にハワイへ渡航した人物である。安加の兄弟のカメ、安昌も

ハワイへ渡航している。（提供：外間安一、高安自治会）

29、當銘保二一家

當銘保二（字保栄茂、屋号は仲百次）は、昭和4年（1929）に台湾に渡った人物。前列右から當

銘保二（33歳）、輝子（７歳）、保晴（４歳）、ヤエ子（２歳）、キヨ（27歳）、後列は長知（25歳）。

昭和15年（1940）正月元旦に、台中にて撮影されたもの。（提供：當銘保晴）
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32、仲里家帰郷記念（平成３年（1991））（字嘉数）

（提供：安西孝雄）

31、赤嶺ハツ、赤嶺礼子、ルイポールターレ帰郷記念（1995年）（字嘉数）

（提供：安西孝雄）
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34、ブラジル移民新垣勝広送別記念

新垣勝広（字長堂）は、昭和34年（1959）に両親と共にブラジルへ渡航した人物であ

る。勝広は渡航時は19歳であった。（提供：宮城右勲）

33、大嶺登市氏帰国記念（前之平同窓会一同）

大嶺登市（字豊見城、屋号は新沢岻）は、昭和３年（1928）にハワイへ渡航した人物

である。登市の弟・丁相もハワイへ渡航している。昭和10年（1935）、ハワイで「豊

見城村人会」が組織されるが、登市も組織者の一人であり、初代副会長を務めた。後

に豊見城村へ帰国している。（提供：安西孝雄）
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35、仲村渠勝彦氏の南米行記念

仲村渠勝彦（那覇市出身）は、昭和19年（1944）の十・十空襲を受け、家族で豊見城村字宜保

へ移住。字宜保出身の金城信子（屋号は座安殿内）と結婚、昭和32年（1957）にボリビアへと渡

った。一家はコロニアオキナワの第一移住地に居住していた。（提供：金城隆和）

36、仲村渠勝彦激励会（1976年）（字宜保）

（提供：金城隆和）
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37、具志堅右保送別記念（1957年）

（提供：金城隆和）

38、大城孝助ご夫婦　来島歓迎会記念（平成４年（1992））（字上田）

（提供：大城達宏）
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39、送別会　宜保睦親、かし子ご夫妻

宜保睦親（字上田）一家は、戦後ブラジルに渡った。昭和35年（1960）に睦親の子ど

も達（写真40）と睦親の母ウシが、そして昭和37年（1962）には睦親夫妻と下の子ど

も達が渡っている。（提供：宜保直志、大城達宏）

40、宜保秀雄、勇、加代子さん渡伯記念（1960年）（字上田）

（提供：上田自治会）
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41、大城永吉渡伯記念撮影

大城永吉（字上田、写真左）は、大

正15年（1926）にブラジルへ渡っ

た人物。永吉の娘のジュリア・ア

セト・大城（ブラジル在）らによ

ると、ブラジルに行けば農地が配分

されると聞いたが実際には配分され

ず、鉄道工夫として働いていたそ

う。お金を貯めて農地を買い、野菜

作りで９人の子ども達を育て上げ

た。なお、写真中央は宜保弘助。

（提供：宜保直志）

42、宜保寛良氏母国訪問記念（1966年）

宜保寛良（字上田）は、大正６年（1917）にブラジルへ契約移民として渡った人物。

字上田から最初のブラジル渡航者は、明治41年（1908）の大城幸喜・カメ夫妻（屋号

は新門）らであるが、その後に上田から渡ったのが宜保寛良であった。

（提供：宜保直志）
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43、ハワイ在住（富、良健、忠夫）沖縄訪問歓迎記念（2001年）（字上田）

（提供：宜保直志）

○写真ナンバー30～43までの写真は、平成28～29年度に行ったフイルム資料収集事業（沖縄振

興特別推進市町村交付金事業）で、個人、自治体より提供いただいたものです。

市民のみなさま、海外在住のトミグスク

ンチュのみなさま、市史編集へのご理

解・ご協力ありがとうございました。提

供いただいた写真は、今後の市史編集に

役立てていきたいと思います。
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　「自分の両親の事を知りたい」「祖父母についての資料を探している」など、文化課

には市内・海外からの問い合わせ、相談が来ることがあります。家族に移民者がいる

場合は、『移民編』を活用することで、そのルーツを調べることができます。今回は、

その方法をご紹介します。

①『移民編（証言・資料）』の移民名簿を確認する

　『移民編（証言・資料）』には、戦前からの移民名簿を掲載しています。これは、さ

まざまな資料から豊見城村出身者のみを抽出し掲載したものです。この移民名簿は渡

航先別となっているので、調べやすくなっています。もし、行った国名がわからない

場合は、住所で検索をすることができます。ただし、豊見城村は戦前は大字制となっ

ています。大字での住所が必要になってきますので、戸籍等の資料を揃えておきましょ

う。海外在住者から依頼され、戸籍を持っていない場合は、１世のパスポートの記録

があるかを確認しましょう。そこに大字での旧住所が掲載されています。ここでは、

例としてハワイ移民の「大嶺登市」を調べてみます。

〔移民名簿での記載より〕

　移民名簿から、戦前の住所である「豊見城 208」を知ることができました。次に、「豊

見城 208」を移民名簿全てから検索していきます。そうしたところ、下記の人物がヒッ

トしました。

ルーツ探しに『移民編』を利用する方法
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大嶺登市　

旅券番号は90474　／　身分は「戸主盛俊長男」　／　本籍地は「豊見城208」

〔ハワイ〕　　　　　　　　　　　　　　　〔フィリピン〕

①大嶺シマ―戸主信友妻　　　　　　　　　　①大嶺得布―戸主盛俊四男

②大嶺信友―戸主　　　　　　　　　　　　　②大嶺信吉―戸主盛俊三男

③大嶺亀　―戸主信（精）友長男

④大嶺蒲次―戸主信友二男

⑤大嶺カミ―非戸主亀妻

⑥大嶺丁相―戸主盛俊二男

⑦大嶺タマ―（丁相）妻

⑧大嶺カミ―戸主盛俊長男登市妻

⑨大嶺登市―戸主盛俊長男



以上の情報から、２つの系図ができました↓↓↓

　２つの家庭がどのように繋がっているのかは戸籍に記載されていると思いますが、

移民者だけではなく、移民者の父親や母親、祖父母の氏名が移民名簿の〔身分〕の欄

に記載されていることが多く、そこからその人の上の代を調べることができます。
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②字誌を確認してみる

字豊見城の場合、自治会で平成 22 年（2010）に『豊見城の字誌』を発刊しており、こ

の字誌も同時に活用するとより細かな情報を調べることができます。字誌に記載され

ている「戦没者名簿」から、フィリピンへ行った大嶺得布が戦死していたことが分か

りました。

③移民先で発刊された資料などを活用する

これまでの調べで、「豊見城 208」の家族はハワイに多く移民していることがわかりま

した。『移民編（本論）』では、昭和 10 年（1935）に発足された「豊見城村人会」の初

期の会員名簿を掲載しているので、その名簿を確認します。119 ページに掲載されて

いる名簿に、大嶺登市と丁相兄弟の名前が掲載されていました。２人が豊見城村人会

の会員であったことがわかったので、ここからは現地の資料を使います。ハワイの場

合は、以下のホームページが参考になります。

このページにアクセスすると、豊見城村人会の初期のメンバー名が出てきます。その

中に、大嶺登市と大嶺丁相２人の名前が記載されています。このことから、この２人

は豊見城村人会を発足するための尽力者だったことが分かります。
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豊見城村人会：http://www.huoa.org/nuuzi/clubs/tomigusuku.html

ここに2人の名前を
確認することができます。



　以上のように、「移民名簿」から得た情報を元にハワイ移民の「大嶺登市」を調べて

みました。「移民名簿」では、大嶺登市の父親の名前が「盛俊」であることや、登市に

は男兄弟がおりそのうち２人がハワイへ、もう２人がフィリピンへ渡った事がわかり

ました。また、その妻の氏名も確認できました。これら情報を元に、『移民編（本論）』

とハワイ沖縄連合会のホームページを調べると、登市と弟の丁相が、豊見城村人会の

発足にたずさわっていたことがわかりました。その後に会長を務めていたこともわか

りました。

「移民名簿」を利用すると、その人がどの地域へ渡ったのか、いつ頃渡ったのか、何歳

で渡ったのか、など基礎情報を知ることができます。それと同時に、「大嶺登市」のよ

うに父親の氏名が出て来たり、住所を頼りに調べると他の親族の記録が出て来ること

があります。これら情報を得た場合には、下記の資料も参考にしてください。国・地

域によって情報量が異なりますが、下記の資料は、ルーツに関する問い合わせの際に

実際に使用してきた資料です。『移民編（本編）』には、参考文献も掲載しておりますので、

併せてご利用ください。

　以下の資料は、「みーぐるぐるサーチ　沖縄県図書館横断検索」にて検索し、所蔵が

確認できます。

【ハワイ】

①『新聞にみるハワイの沖縄人 90 年　―戦前編―』

②『新聞にみるハワイの沖縄人 90 年　―戦後編―』

個人名の記載が多い資料。名簿ではないが、当時の移民たちの動きを知ることがで

きる資料。事件、事故の記事の他にも、各村人会、県人会活動の記載も多い。

③ ハワイ沖縄連合会のホームページ（http://www.huoa.org/nuuzi/index.html）

豊見城村人会のページを確認したい場合は、

Information　→　HUOA Clubs&History　→　Tomigusuku Sonjin Kai

と進めば、確認することができる。

【北　米】

①『北米沖縄人史』

個人名の記載が多い資料。

ルーツ探しのため、使用してきた資料・ホームページをご紹介
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【カナダ】

①『カナダ・アルバータ州に於ける沖縄県人会の歩み』

冒頭で扱った「座安久松」と「座安松」に関することは、この資料をもとに記載した。

②『大陸日報』

現地で発行された邦字新聞。ブリティッシュコロンビア大学のオープンコレクショ

ンで閲覧可能。今回扱った「座安久松」「座安松」の現地での動きは、この新聞か

ら調べたもの。ULR は https://open.library.ubc.ca/collections/tairikunipp

【ペルー】

①『ペルー移民七十五周年記念誌』

この中にある「ペルー渡航者名簿」には、船名、日本出発日、到着日、配属耕地が

記載されている。

② 移住資料ネットワーク化プロジェクト

下記のホームページから「Pioneros ペルー日本人移民データベース」へ進み、言

語を選択したのち、検索したい人物名や都道府県を選択すると、①の資料と同様の

情報が得られる。「日本語」を選択しても、氏名はローマ字で打ち込む必要がある。

氏名の読みが間違って登録されている人もおり、多数の読み方が予想される氏名の

場合は注意が必要。ULR は http://www.jomm.jp/dnp_peru/entrance.html

【ブラジル】

①『ブラジル沖縄移民誌』

②『ブラジル沖縄移民名簿』

両資料は 1987 年に発行されているもので、『ブラジル沖縄移民誌』では、「各線入

植地の沿革」で初期移民の動きを知ることができる。また、『ブラジル沖縄移民名簿』

では船名、日本出発日、到着日、駅名、路線名などの記載があり、より細かに知る

ことができる。

③『ブラジル沖縄県人移民史　笠戸丸から 90 年』

日本から最初の移民である「笠戸丸移民」を調べるために使用。「配耕以後 90 年の

足跡」では、沖縄県からの初期移民の氏名や現地での動きを知ることができる。

【フィリピン】

①『比律賓概要と沖縄縣人』

沖縄県内各市町村からのフィリピン移民の氏名を確認できる。『移民編（本論）』の

フィリピンの項でも記載しているが、「海外旅券下付表」で確認できない渡航者は、

この本を基に確認していった。豊見城村の場合、「海外旅券下付表」で確認できなかっ

た 53 人の渡航をこの資料から確認できた。
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【満　州】

①『沖縄と「満州」 「満州一般開拓団」の記録』

開拓団ごとの動きを細かく調べることができる。

【八重山開拓（川原）】

①『川原入植五十周年記念誌』

川原自治会で編集・発刊された記念誌。開拓当時の写真や、初期開拓者の写真、川

原に住む各家庭の紹介など、細かく記載されている。

【ボリビア】

①『一九六四年八月ボリビア移民十周年　十年の歩み』

入植してからの動きや、コロニア沖縄農業協同組合の名簿などが記載されている。

②『ボリビア・コロニア沖縄入植二十五周年誌』

「移住者名簿」が家族単位で記載されている。異動内容、現況を調べることができる。

③『コロニア・オキナワ 30 年の歩み　1954-1984』

1984 年 7 月現在の「移住者名簿」が記載されている。

④『コロニア・オキナワ入植 50 周年記念誌　ボリビアの大地に生きる沖縄移民』

「移住者名簿」の記載があり、現住所の記載もある。また、死亡者の欄には死亡と

記載されている。結婚、子どもの有無などの記載がある。

【豊見城村史、豊見城市史】

①『豊見城村史【復刻版】』

「歴代の地頭代、間切長、村長一覧」「各字歴代区長一覧」などを利用。

②『豊見城村史 第２巻 民俗編』

海外からのルーツ探しの際に使用。屋号地図から１世の家の場所を確定したり、門

中を確認するために使用。門中などが確認できた後は、自治会に協力をいただき親

族との面会に繋げた。

③『豊見城市 第３巻 新聞集成編』

巻末の「人名索引」を利用。

④『豊見城村史 第６巻 戦争編』

戦争直前の情報収集のために利用。各字の項目では、沖縄戦直前にすでに移民していた

家が記載されているため、屋号の確認や満蒙開拓団に関して調べるのに利用した。
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【その他】

①「平和の礎」

調べたい住所で、戦没者が出ていないかを調べることができる。

② 各自治体が発行している字誌

発行年 字誌のタイトル 発行自治会

1 H11（1999） 高安誌　上巻 高安自治会

2 H13（2001） 保栄茂ぬ字史 保栄茂自治会

3 H13(2001） 上田誌 上田自治会

4 H20（2008） 与根字誌 与根自治会

5 H22(2010） 豊見城の字誌 豊見城自治会

6 H27(2015） 高嶺字誌 高嶺自治会

7 H27（2015） 豊見城市嘉数字誌　絆 嘉数自治会
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『移民編』編集中には、編集業務以外にも様々なことを行ってきました。

①親族探し

　「戦前にペルーに行った親族を探し

ている」という問い合わせや、「自分

のルーツである家が今どうなってい

るか知りたい」「沖縄にまだ親族がい

るのか知りたい」といった海外から

の問い合わせにも対応してきました。

親族の中には、外国語しか話せない

３世４世との面会を拒否する人、「会

いたかったよ～」と温かく迎える人

など反応は様々でした。糸満市や県

立図書館とも協力して行うこともあ

り、親族と会えた時には涙を流して抱

擁する姿を何度も見てきました。彼ら

の多くが先祖の墓参りを希望している

ため、そのお墓を探すため各自治会に

も協力をいただきました。

②子弟研修生のサポート

　海外移住者子弟研修生の中には、日本語や沖縄の文化を学ぶことを目的としていま

すが、自身の親族やルーツに関する場所を知りたいという声もあります。そういった

彼らの希望に応えるべく、収集した名簿資料を基に関連地域や親族を特定し、親族と

面会の場を設けるなどサポートをしてきました。また、研修生には『移民編』編集に

も協力をいただき、インタビューを行ったり資料提供をいただきました。

③移民展の開催

　『移民編』編集期間中、得られた情報や資料を広く公開するため事業開始時から展示

会を開催してきました。また、広く情報提供を呼びかけるべく「歴史民俗資料展示室」

内の常設展示の 1 つとして移民コーナーを設け、収集してきた資料を展示しました。

この展示は、引き続き行っていく予定です。

『移民編』の編集中に行ってきたこと
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世界のウチナーンチュ大会期間中に、初めて親族に

会えた赤嶺パトリックさん（写真左／ハワイ在）。急

な訪問にも関わらず、親族に温かく迎えられた。



実施年 実施期間 タイトル 開催場所

H18（2006）

9/15～10/6
豊見城と移民

―戦前期に海を渡ったトミグスクンチュ―

市役所１階ロビー

2018/10/13
第４回世界のトミグスクンチュ歓迎会会場

（中央公民館大ホール）

H21（2009） 9/1～9/18
「わたしたちもトミグスクンチュ！！」

―『豊見城市史移民編』現地調査報告展―
市役所１階ロビー

H23（2011）

9/30～10/7
「わたしたちもトミグスクンチュ！！」

―『豊見城市史移民編』現地調査報告展―

市役所１階ロビー

10/11～10/16
第５回世界のトミグスクンチュ歓迎会会場

（中央公民館大ホール）

H28（2016） 10/24～10/30 世界に羽ばたいた豊見城人たち
第6回世界のトミグスクンチュ歓迎会

（中央公民館１階ロビー）

※上記以外の年は、「歴史民俗資料展示室」内にある移民展示の入れ替え・作成を行った。
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上左：企画展（2009）

上右：とみぐすく祭り会場（販売促進）

中左：企画展（2011）

中右：歴史民俗資料展示室

下　：歓迎会での展示（2016）



④広報とみぐすくへの記事掲載

　平成 16 年（2004）～平成 29 年（2017）まで計 23 回、移民関連記事を掲載しました。

以下は、掲載年月とタイトル、執筆者一覧です。
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⑤「豊見城市史だより」、「まだま」の発行

⑥青少年国際交流事業への協力

派遣前の事前研修の１つとして、ハワイ移民に関する講座を平成 25 年（2013）から受

け持っている。
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『移民編』を発刊後、多くの人から感想をいただきました。その一部をチョットご紹介。

ハイサイ。今回、豊見城市か

ら移民の本を受取り、驚いて

います。この本により、私た

ちはもっとルーツを調べる

ことができるようになりまし

た。実はすでにこの『移民編』

から自身のルーツを知ること

ができた方がいます！イッ

ペーニフェーデービル。

―ハワイ系図研究会より

本を手に入れて２ヶ月ずっと読み続けていま

す。自分たち以外にも、こんな体験をした人が

いたんだと驚きました。体験談の人数が多く本

当に読み応えのある本で、長い時間をかけて

作ってくださった教育委員会に感謝します。こ

の本がきっかけで他の引揚者とも連絡を取り

合って当時の話をしています。みんないろんな

体験をしていたんだと、初めて知りました。

―フィリピン引揚者（字渡嘉敷／２世）

２、３日前に、ブラジルの私の自宅に移民編が届きました。豊見城市の親切心に心か

ら感謝しています。早速本を見てみましたが、自分達が戦後住んでいた真玉橋の「新里」

という家が、あの赤嶺新野栄さんの自宅だったとは知らず、その方の家に住んでいた

のかと感激しました。証言などを見て、もう涙が出ました。非常に感激しております。

実は昨日、本に載っている外間ハツさんの葬式があって、お墓でサンパウロにいるハ

ツさんの兄弟、文子さん、ジョン・まさひろさんとも会いました。彼らも本が届いて

いると言って、とても喜んでおりました。こうしてまとめてくださったこと、本当に

嬉しく思います。私の子どもたちはポルトガル語しか話せないので、日本語を教えれ

ばよかった、方言を教えればよかったと今更ながら後悔しました。デカセギで日本に

行った息子からも、この本のことで連絡がありました。

―金城幸吉・ジェイミさん（字真玉橋／２世）

『移民編』への感想紹介

移民編に
関する感

想を

たくさん
いただい

たよ！
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この本を発刊したと聞き、非常に感動しました。豊見城市から移民調査に来たとき、

私の祖父・勝連ひろしが通訳や案内に携わりました。その祖父は調査のあと亡くなり

ましたが、豊見城市の移民史のことを気にしていました。豊見城市で出たこの本は、

豊見城市、沖縄だけではなくブラジルに住む私たちにもとても意味あるものです。１

世や２世は、私たちのために朝から晩まで働き、だから私たちは今ではブラジル人と

対等に仕事をし、生活することができています。彼らの努力・犠牲があったことを記

録に残すことで、これから世界に羽ばたくトミグスクンチュにとって貴重な資料にな

るでしょう。日系人の 1人として、豊見城市の行った調査・本の編集に敬意を表します。

調査風景の DVD を見て、とても感情的になりました。これは私にとって今までで一番

のプレゼントです。これらが私たちにとってどのくらいの意味があるものかわからな

いかもしれません。それくらい私たち家族にとって大切なものです。この事業に関わ

れたことを、本当に嬉しく思います。

―シモネ・勝連（羽地村／戦後３世）

今回、「世界のトミグスクンチュ歓迎会」に参加しました。２回目の参加ですが、今回

が１番良い歓迎会でした。それは、移民の本をいただけたからです。私は 13 歳でブラ

ジル・カンポグランデから日本に来て、その時「日系人」であることで差別というか、

そのような目で見られてきました。だから、沖縄の親族からもきっとそうみられるだ

ろうと思い、怖くて今まで行くことが出来ませんでした。でも、５年前に初めて勇気

を出して沖縄へ行った時、真玉橋の親族に初めて会って、「何で今まで来なかったの」

と言われ、とてもビックリしました。本を作るのに時間をかけて取材して記録してく

れたことに対し、非常に感動しました。しかも、移民した方の取材のために南米、ハ

ワイまでの旅費を出したことにも非常に感動しています。本に掲載されている各イン

タビューを読んだけど、それを見て思ったのが私たち３世、４世は１世の記録をほと

んど分からないことです。１世のことについて、今の３世、４世はあまり興味をもっ

ていません。だから、カンポグランデの県人会で会長をしているイトコに連絡して、

豊見城市のこの本について話しました。歓迎会に一緒に参加したアレックスとも「自

分たちも何かしないといけないよ」と話し合っています。どういったことができるか

わからないけど、自分たちは日本語ができるのでカンポグランデと豊見城市を繋ぐ何

かができないかと今よく話し合っています。本の中には、すでに亡くなっている方も

いるので、彼らの子孫は非常に喜ぶでしょう。これからもどんどん若い世代のトミグ

スクンチュが豊見城に訪れると思うので、彼らのためにも引き続き頑張ってほしいです。

―パウロ・金城（字真玉橋／３世）
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この本を見て、両親や当時お世話になった方を思い出しました。私たちは本当に貧乏

で大変だったんです。貧乏を隠すために、辛い時代もありました。引揚者でしたの

で、当時は面白おかしく見られたものです。今は、兄弟は沖縄と外国とで離れ離れで

すが、外国で大きな会社に勤めている兄弟もいます。この本には、辛い時期にお世話

になった先生も載っていて驚きました。もう長い事お会いしたことはありませんが、

会いに行ってみようと思います。
―南洋群島引揚者（字座安／２世）

市民のみなさま、そして海外のトミグスクンチュのみなさま、たくさんの声をありが

とうございました！！

私の父がペルーでこのような役割・仕事を行っていたことを、本を読んで知りま

した。私は２世ですが、当時は大人が集まって何かしている、という意識しかあ

りませんでした。今回、移民史を作るということで父に関する情報を提供しまし

たが、父にこのような歴史があったことは知りませんでした。また、父の若い時

の写真なども探していただき、本当に嬉しく思いました。それぞれの方がこうし

て移民に関する資料を持っていたこと、本当によかったですね。私の親族も父と

同じペルーに居ましたが、彼はどうなっているんだろうかと想いを馳せました。

もう少し調査が早ければ・・と思いましたが、私自身ももっと両親に話を聞いて

おけばよかったと、感じています。

―ペルー引揚者（字真玉橋／２世）
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　『豊見城市史』は、私たちの祖先がこれまでに築き上げ、今なお、受け継がれている

歴史や文化、生活、環境、教育などを記録したものです。

　おじいさんとおばあさんが生きた時代の生活、自分たちが通った学校の歴史、家の

近くにあるあのシーサー・・など、みなさんは身近な人・モノ・風景にどんな歴史が

あるか知っていますか？

　自分の身近な歴史に触れることができる、それが『豊見城市史』です。私たちは、

市民のみなさまに親しまれる市史作りを目指し、日々変化する「豊見城」を記録して

います。

①豊見城村史【復刻版】 \2,000

②豊見城市史　第２巻　民俗編 \3,000

③豊見城市史　第３巻　新聞集成編 \3,000

④豊見城市史　第４巻　移民編 \3,000

⑤豊見城村史　第６巻　戦争編 \3,000

⑥豊見城村史　第９巻　文献資料編 \3,000

⑦とみぐすく写真帳 \2,000

『豊見城市史』、「市史だより」の紹介

文化課で購入できます！

『豊見城市史』ってなぁに？

販売中の市史（村史）および写真帳
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　市史だよりの最新号は「歴史民俗資料展示室」で無料配布中です。最新号以外は、

市のホームページから PDF ファイルとしてダウンロードできます。ぜひ、ご活用くだ

さい。

口上覚（原文と読み下し）

毛氏家譜を読む・毛氏家譜抄録

とみぐすく写真・生活資料展について

沖縄県地域史協議会の研修に参加して

「山南王国」と豊見城について

組踊「未生之縁」について

「とみぐすく」の地名について

豊見城村の戦没者（平和の礎より分析）

部落を挙げて集団疎開

山原疎開について

学童疎開体験記

私の戦争体験記

学生時代の青春

沖縄戦十七歳の防召兵

「大城盛昌日記」について

創刊号（1995年発行）

第２号（1996年発行）

第３号（1997年発行）
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豊見城村における「防衛招集」の概要

字ごとによって異なる戦争体験

～沖縄戦字別実態調査について～

戦時下の字上田

戦時下の字瀬長

与根の塩づくり

海軍電報について（解説）

（資料）海軍電報（「電報綴　南西諸島」・

「南西諸島方面電報綴」）より

豊見城村字高安の概況

龕と龕ゴウ祭について

豊見城村字高安の龕ゴウ祭観察記録

７年ぶりのワラジナ、字豊見城の綱引き

豊見城村字与根の小地名

「郵便貯金通帳」にみる戦前の人々の生活

～国民貯蓄運動と豊見城村民～

第４号（1999年発行）

第５号（1999年発行）

第６号（2001年発行）

第７号（2002年発行）
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豊見城における初期の海外移民

―『豊見城村史』の再検証を中心に―

豊見城市字与根の人生儀礼―産育と婚姻

（史料紹介）

「他村 < 仕明地・旧地頭地・百姓地叶掛

地 > 貢租収入帳嘉数村」の若干の分析と

解説

第４回世界のウチナーンチュ大会関連のとりくみ

字平良の海軍砲台に伴う軍構築壕群

字高嶺の試掘 ―高嶺古島遺跡内―

我那覇丘陵の軍構築壕群

瀬長グスク他範囲確認調査概報

―平成 18 年度の調査成果―

翁長原遺物散布地 C地点における試掘調査

字根差部（前原）の軍構築壕群

八重山開拓のあゆみ

川原地区について

八重山の開拓村

八重山地域のマラリア

黒糖王国と呼ばれた川原地域

開拓で活躍した水牛

パインで成功を収めた大城満栄

牧畜とオウシマダニ

証言（６名）

第８号（2005年発行）

第９号（2006年発行）

まだま（2007年発行）

第10号（2010年発行）
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企画展のパネル翻訳資料

南米調査について /日程及び用務経過

ブラジル

ボリビア

ハワイ

「村史余話・市史余話」

（1993 年６月号～ 2004 年８月号）

私たちもトミグスクンチュ

-We are Tomigusukunchu-

私たちもトミグスクンチュ

-Nosotros somos Tomigusukunchu-

第11号（2012年発行）

第12号（2015年発行）
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